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２０１８年１２月９日 市長         

 

12 月 8 日(日)、越谷市中央市民会館での「共に働く街 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１年度事業計画では「多機能型事業所」への再編成も 

雇用・就労と職場参加－社会実験として  障害者の職場参加をすすめる会 2021 年度定期総会 
 当会は現在の障害福祉サービスが生まれる前の

「措置制度」の時代に、福祉施設や医療の場に分け

られている障害者も、そこから地域の職場に参加

し、共に働いて地域で共に生きようと活動を始めあ

した。その時当会はまだ任意団体でした。 

 他団体のみならず県や市とも協力関係ができ、越

谷市では障害者地域適応支援事業ができました。県

では市町村就労支援事業が発足し、越谷市はこれを

機に、県の要綱に「地域適応支援」と「ピアサポー

ト」を加え、当会に同市就労支援センター受託を依

頼したため、当会は法人化してこれを受けました。 

 ただ、福祉や医療の場からの職場参加は積み重ね

が必要。一方、この時期、長年障害者就労の主力だ

った町工場や店が危機に陥り、失業した人々がハロ

ーワークに押し寄せました。多くは手帳を持ってい

ませんでしたが、市 CWと相談し手帳を取って就労支

援センターに送られてきました。障害者の数が増

え、就労支援センターはさしずめハローワークの下

請け化した感じでした。 

 他方で重度や重複の障害があったり、ひきこもっ

ていたり、福祉・医療の場にいたりする人の職場参

加は後回しになってしまいかねません。そのため当

会はセンター受託だけでなく、自主事業としてピア

サポート等の場として世一緒を維持してきました。 

世一緒での実践を踏まえて、市に対しセンターの

ありかたについて、随時提言してきましたが、１０

年で受託が終了。４年の準備を経て、就労移行支援

「世一緒」を立ち上げたのも、自主事業と併行する

ことで制度の運用や限界、改革の方向等をつかみ、

提言し、社会の共有財産としてゆくためです。 

その一環で今年度の事業計画で、B型との多機能事

業所への再編を決議しました。一つの「社会実験」

として関心を寄せていただければありがたく思いま

す。 

NO.73 2021.7.26 
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職場・地域に固有名詞で共に 
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コーディネーター 朝日雅也さんの冒頭提起 
「コロナ前からそうだったと思うが、いろんな分断

が進んでしまっている。コロナがあるとその本質を

見極められず、コロナのせいかなと思ったりする

が、今日のシンポではコロナ禍で明らかになった地

域内での分離あるいは閉塞状況をどう考えていくか

について考え合いたい」 

パネリストの発言から 
□ そもそも働き方が交わってなかったんだ 

毎日新聞で２０１９

年に雇用代行業問題を

とりあげた記者の山田

奈緒さん：、 

その後もこの企業向

け雇用代行農園は減ら

ずにむしろ増えてお

り、協定を結ぶ自治体

も増えている。ほって

おけば増え続けるだろ

うと思う。 

緊急事態宣言の時には自宅待機になった農園が多

く、本来いらない職場だったんだなと。でもそれは

ここに限らず、会社にみんながいたからこそあった 

掃除やクリーニングなどの仕事が在宅ワークに切り

替わったとたんになくなり、それを受け持っていた

特例子会社の業務がなくなった、 

それを聞いて今迄障害のある人とない人の働き方

が交わってなかったんだなと思った。私自身の働き

方を振り返ってみると、まず新聞社に入ってから、

事件も野球も福祉関係もいろいろ任され、その中で

会社がこの人にはこれと振り分けて行く、それが障

害者の場合はなくて、障害者の仕事はこれですと決

まってずっと変わらないんだなと。 

簡単な仕事を切り出してこれを上げましょうとい

うんじゃなくて、いまある経済活動に障害のある人

たちも参加しましょうっていうのが、雇用促進法の

原点だったんじゃないかと思うが、現実は遠く離れ

てしまった気がする。 

□ めんどくさいことこそ大事なのに 
 雇用促進法の初期に大企業

で働き、子育てを挟みまた県

外で企業就労。今は支援の立

場にいる日吉孝子さん： 

 私達障害者自身が働きたい

んだ、雇用してほしいんだっ

ていろんな活動をして、それ

を含めてできた雇用促進法だ

ったと私は思っている。それが今は、きついことは

言わずにオブラートに包んできれいな言葉でいろい

ろ言ってるけど、直訳すると障害者ってめんどくさ

いよねって、そういう言葉にしか聞こえない。世一

緒から一般就労した人たちがコロナ禍で障害者だけ

自宅待機となり、世一緒が市内福祉施設に呼び掛け

て実施している県営公園花壇整備の作業に参加させ

てほしいと同僚まで伴ってきた。 

コロナに限らず、なるべく日常を淡々とやるよう

に、配慮とか注意はするけれども、それをしながら

日常を変えないように活動しているが、自宅に来て

いるヘルパーさんに｢コロナになってこれだけ世の中

が騒いでるのに、お宅の NPO の事務所は通常通りや

るの？｣って聞かれてびっくり。ZOOM 会議では一番

大事な会場の雰囲気が伝わらない。人と人が出会っ

て一緒に動くことなく数字や建前は合わせる、そん

な時代の流れにコロナが拍車をかけたと思う。 

□ 雇用と福祉の連携、残された問題は 

さいたま市の議員で、障害者の自立と政治参加をすす

めるネットワーク代表の伝田ひろみさん： 

私は自動車事故でさらに障害が重くなり「ニューノ 

2021年度定期総会記念シンポジウム  パネルディスカッション 

どこから越える？コロナ禍で見えた社会の障壁
か べ

 
パネリスト：山田奈緒さん（毎日新聞東京本社記者）、日吉孝子さん（当会事務局員、障害者雇用で

都内・県外企業就労経験）、伝田ひろみさん（さいたま市議、障害者の自立と政治参加をすすめるネ

ットワーク代表）、羽田亮介さん（埼玉高教組書記次長共育共生部、特別支援学校教員） 

コメンテ―ター：山﨑健晴さん（越谷市障害福祉課課長）、石塚卓也さん（越谷市人事課副課長） 

コーディネーター：朝日雅也さん（埼玉県立大学教員）    後援：越谷市、春日部市 

 

 ２時間余りにわたるディスカッションの中から、当会の責任で、要点を以下にまとめさせていただきました。 
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―マル」というか、オンラ

イン会議で助けられた面

もある。ただ、やはり顔を

見ながら話さないと本当

の気持ちは伝わらないと

思い、今日は出かけてき

た。 

同じ会派で情熱的な議員 

がおり、その議員の知り合いの重度障害で在宅就労し

ている人が就労中は、痰がからまっても吸引してもら

えない、トイレにも行けない、そんな中で就労するの

は非常にきついということを代表質問の際に市長に

直接ぶつけた。  

おかげで、市の単独事業でということで、まずさい 

たま市重度訪問介護を就労中でもつけるという単独 

事業を作った。その影響もあり、昨年 10 月に雇用施

策との連携による重度障害者等就労支援特別事業が、

国の事業ででき、よかったなと思った。ただ自治体の

方から手を挙げないと、だめ。最初 13 市町村、いま

14。もうひとつは、公務部門は使えない。私は一昨年

に大きな怪我をして、トイレも１人では行けなくなっ

た。重訪も 105 時間利用できることになっているので、

やれ嬉しやと喜んだけどだめだった。自立と政治参加

を進めるネットワークの中にも重度の障害者がおり、

それぞれ仕事をしたり議員活動をやっているが、その

介助費用が公的に出ないために仕事を全うできない。 

 さいたま市はエスプールと協定を結んでしまった

が、雇用率が上がっても障害者を職場に迎えられない

のは小さい時から分け隔てられているから。市長の公

約で全小中学校に特別支援学級を作っている。親はそ

の先の特別支援学校、グループホームと、特別な場を

求めてゆく。 

□ 分けることで生きやすい未来があるか 

 「軽度者」取り込み増殖

する支援学校で、共に学び

共に働く道を模索する教

員・羽田亮介さん： 

埼玉県では普通高校が今

後 10 校減らされる計画が

あり、他方で高等特支と高

校内特支分校が増えており 

それらは全て「軽度の知的障害者」対象となっ 

ている。しかし、それによって高等部卒業生の就職率

増加へ結びついていることを示す資料はない。 

特別支援学校の進路の関係では、今エスプールプラ

ス等の雇用代行企業は干されているが、内容が批判さ

れているのでなく、学校を通さないやり方だというだ

け。また、メーカーのビルの地下１階と２階にある特

例子会社を見学したが、本社機能からパソコン入力と

か、メールや掃除等の業務を切り出して、それをやっ

てもらって、地下１階と２階で働き、地上１階から上

の本社の人達との交わりっていうのは一切ない。それ

はどうなのか。でも一般的には、進んでるんだねとか、

一緒に働いてるんだねとか言われている。 

保護者の中にもこの子が将来親亡き後自立してい 

くのにこの子が稼げないとっていうところだと、エス

プールプラスなんかはいいじゃないって話になっち

ゃう。だけどやっぱりそうじゃないことを経験してき 

た人達とか知っている人が伝えていくしかないんじ

ゃないかなと思う。 

コーディネーターからの問いかけネーターコ
□ 雇用率ありきでいいんだろうか 

朝日さんからの投げか

け： 

これまで積極的差別是

正措置として設けられ

てきた雇用率だが、それ

が代行ビジネスの下地

になり、就労能力により 

序列化された働き方や暮らし方につながるとすれば、

みなさんどう考えるか？ 

羽田さん： 

雇用率があるからよい意味で進んでいるところも 

ある。ただその働き方を問うていかなければと思う。 

山田さん： 

 なかったらみんな雇わなくなるのでは。意識づけと

いう意味での数字はないと進まないだろう。だが小さ

いころから別々に育ってきて、雇用の場面で人事担当

者と障害者が突如出会ったのでは、互いの意識がかみ

合うとは思えない。 

伝田さん： 

雇用率が上がるとさらに代行ビジネスが盛んにな 
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るだろう。本当に障害者がいろんなところで働ける 

ようになるためには、やはりちいさいころから分け 

隔てられず一緒に学ぶことが何より大切だと思っ 

ている。 

日吉さん： 

雇用促進法が私たちの思いとは違うものになっ 

てしまった。施設とはまた違う形の隔離を感じ、当 

事者としては違和感も感じるし、腹立たしい思いを 

している。 

朝日さん： 

コロナ禍でも同様だが、障害者だけが特別に守られ

るべき存在ではなく、一緒に感染予防にも関わる存在。

障害がない人からすると特別な存在で「取り扱い注意」

みたいな印象をあらためて認識させる雇用促進法の

ありかたをみんなで考えて行く必要があると感じた。 

会場からのひとこと 

大坂さん： 

 斎藤幸平著「人新世の資本論」の中に「外部化」と

いう言葉が出てくる。大量生産・大量消費社会による

先進国の豊かな社会は、南で劣悪な条件で働く人々に

その代償を押し付けている。その「外部化」とビルの

地下で働く障害者たちの姿が一致した。 

新井さん： 

 エスプールをはじめとする障害者雇用の経済はど

うなっているのか。 

山田さん： 

 大体は１年契約、有期の正規社員。１年ごとに契約

更新する形が多いと聞いている。 

コメンテーターから 

朝日さんより：あくまでも個人的な見解としておう

かがいするもので、この内容を以てあのときこう言っ

たじゃないか等、言質を取ったりするものではないと

いう前提でお話しいただきたい。 

越谷市障害福祉課課長・山﨑健晴さん 

山田さんの話から感じ

たのは「本来必要のない仕

事を作り出す」こと。これ

で仕事なのかという問い

かけ。仕事することによっ

て誰かに感謝されて、報酬

をもらって、働いているほ

うも喜ぶ。これが一連の仕事だと思う。越谷市には介

護人派遣事業という皆様が作り上げた制度がある。専

門のヘルパーではなく市民の方々が支える側になっ

て、障害者の方々の外出の支援とかを支える制度だが、

ヘルパーをする方の中に障害がある方がおり、外出支

援をして感謝されている。これが本当に仕事ではない

かと感じた。 

日吉さんの話は、制度ができたことを素直に喜べな

い、かえって不幸になってしまったんじゃないかとい

う。私どもは制度を作ったり、国の制度に基づいて支

援をできるよう日々努力しているが、大事なことはご

本人、ご家族のご意思。そこを尊重しているつもりで

はあるが、引き続き重点的にやっていきたい。 

伝田さんの話は、制度がかえって使いづらいと。今

回の重度訪問のところは地域生活支援事業というこ

とで、各地で独自の制度を創っていきなさいという組

み立てになっているが、本来介護給付という形で国統

一でやっていくものではと個人的には感じている。 

あと、伝田さんの話で「同じ場に一緒にいること、

同じ学校に通う」たとえば同じ学校にいてもクラスが

分かれてしまったら全然交流がない。あらためて「は

い」と思った。 

越谷市人事課副課長・石塚卓也さん 

私は人事課の障害者

雇用室の中で仕事をし

ている。さいたま市でい

うステップアップオフ

ィスの越谷版で平成 30

年７月開設された。人事

課は本庁舎にあるが、障

害者雇用室はスペース

がないのでロビーをつぶしてオフィスを作った。昨日

引越しをし、明日からは同じフロアで仕事をする。先

ほど地下１階 2 階という話があったが、今までは閉鎖

された空間で仕事していたが、これからは職員と同じ

で市民の皆さんの目にもあたる仕事として、当然窓口

業務とか質問されるだろうから、社会に民間就職を目

指す方、会計年度任用職員の方ということで募集の条

件として入っており、徐々にステップアップしていた

だければいいなと思っている。 

30 年７月から 2 人、元年の 7 月から 2 人、令和 2
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年から 3 人の会計年度職員を採用し、令和 3 年 6 月

から 4 人の会計年度任用職員を採用した。6 月で新庁

舎ができ、スペースができ人が入るということで今回

4 人採用し、面談を行うとか、職場に定着できるよう

努めている。幸いにも退職者は出ていない。やりがい

をもって仕事に取り組んでいただいている。 

また、出来る限りの合理的配慮を行い、本人の障害

特性や個性に応じた業務の選定に努めている。やはり

最初に採用した時には、各課から仕事をこちらに任せ

てもらえないんじゃないかと思った通り、なかなか仕

事を出してもらえなかったが、こんなこともできるん

だとどんどんわかってきて、3 障害の方がいるが高度

な仕事もしていただく形になっている。昨年だと、市

民課の窓口とか、直営の農業技術センターでのメロン

の収穫とかもやってもらった。今後とも障害者雇用の

推進に向けて研修も実施し引き続き取り組んでいき

たい。 

 

コメンテーターまとめ 

朝日さんより： 

いまお話しいただいたように、大事なのは市民から

見てクローズドな場面ではなく、障害のない方と一緒

に障害のある職員が働くところをつぶさに見ていた

だくことが、市民の気づきにもつながってくると感じ

た。本日のパネルディスカッション全体を通し、嫌だ

とか、気持ち悪いとか、どうなのかといった思いがい

つも大切で、それをもってコロナのせいにしない、コ

ロナを理由にしないという向き合い方が問われてい

る。さらに「共に」が語られたが、そこに「合う」を

入れて、「共に学び合う」、「働き合う」「暮らし合う」

ということが大事で、「合う」がないと場面だけ、状

況だけで、単なる選択肢の一つになりがちで、「合う」

をしつこく探求していきたいということを今日のま

とめにさせていただき、本日のシンポジウムを終了し

たい。どうもありがとうございました。       

  

2021年度会費、寄付、協力会費を納入いただきました(五十音順、敬称略) 

【2021年度会費】 

朝日雅也、石田貴美子、内野かず子、大坂富雄、大武昭、大塚眞盛、沖山稚子、及木聡、木下恭子、佐々木洋子、

佐藤恵美子、清水泉、島根淑江、鈴木照和、谷崎恵子、津崎悦子、中山佐和子、野村康晴、長谷川顕、原和久、

樋上秀、日吉孝子、松田典子、水谷淳子、山川百合子、山﨑かおる、山崎茂、山﨑有子、山﨑泰子、山下浩志、

山田裕子、吉田久美子 

【2021年度寄付金】 

糸賀延江、岡本信子、沖山稚子、木下恭子、仕事おこし懇談会、白倉保子、富沢一枝、野村康晴、長谷川顕、平

野栄子、水谷淳子、山田奈緒、山本高行 
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●ＷＥＢにも登場、しらこばと笛   

雑誌 BRUTUS の HPに、昨年暮れ同誌の「みやげ

もん」欄に載った「しらこばと笛」の記事がアップされ

ており、世一緒で障害者スタッフの癸生川さんが絵

付けをしている写真も添えられています。ぜひご覧く

ださい。〖https://brutus.jp/article/929/36750〗 

●水上公園花壇、夏の花に衣替え 

 

ます。この情報発信により、他

地域からのゲストも徐々に増え

ています。誰でも 

 

 

 

 

●活動を積極的に発信していくために 

６月 10日(金)、Love Shirakobato プロジェクトは、県

庁内福祉の店アンテナショップかっぽで、例年この

季節に行っているかっぽフェスタが秋に延期になっ

た代わりに、連日関連団体交代で行われている店頭

販売にしらこばと笛を抱えて参加しました。 

 

●共に働く街をめざす自治体提言 

 

６月 21日、昨年暮れの「共に働く街を創るつどい

2020」で発表した「共に働く街をめざす自治体提言」

を越谷市の高橋市長へ手渡し、副市長や福祉部

長、障害福祉課、人事課、経済振興課等と、新庁舎

4階で懇談を行いました。

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

職場・地域ひろがりつうしん 

 

5月 24日に県営しらこばと水上公園の花壇に植えたサ

ルビア、マリーゴールド、ペチュニアがいま満開です。

就労 A,B、移行、生活介護等の施設から毎回 20 数人

が参加して除草や花がら摘み、潅水を続けてきました。

しらこばとプールが開かれるかは微妙ですが、ドライブ

やサイクリングがてら色とりどりの花見にお出かけを。 

●2019 年度すいごごカフェ年誌完成 

すいごごカフェは 2017年度から毎週開催。毎週お招 

きするゲストのトーク内容は自分の歴史が主で、聞き 

に来る方は 10数人～20人程。今回の 2019年度の 

年誌は全 52ページ。１年間・51回のすいごごカフェ 

のゲストトークが一部質疑応答も交えて収録されてい 

●共に働く街をめざす自治体提言 

６月 21 日、昨年暮れの「共に働く街を創るつどい

2020」で発表した「共に働く街をめざす自治体提言」

を越谷市の高橋市長へ手渡し、副市長や福祉部長、

障害福祉課、人事課、経済振興課等と、新庁舎 4 階

で懇談を行いました。高橋市長からは「障害者も健常

者も認め合うことが一番大事」とのコメントをいただき、

各課とも具体的な情報・意見交換ができました。あり

がとうございました。 

 

ます。この情報発信によ

り、他地域からのゲスト

も徐々に増えています。

誰でも参加できますの

で、時間が空いた時には

世一緒にいらしてみてく

ださい。 

⑨ 



残念ながら中止。



２０２１年７月２６日発行 毎月 12 回（2 と 4 と 6 と 8 の日）通巻５０８２号 

                                1994 年 8 月 24 日第三種郵便物承認 

 

 

 

2021年 3月 10日 大塚眞盛さ

ん(元特別支援学級・学校教員) 

最近は、保護者の方から進ん

で養護学校に行くパターンがか

なり増えてきた。安全・安心を

重要視して、要するに子供に冒

険をさせたくない。各学校でも、特別支援学級を作

ろうという動きがかなりあって。県の統計を見て

も、生徒が減っているのにも関わらず、養護学校・

特学の数っていうのはどんどん増えていて、20年前

に比べたら倍以上。作れば生徒を入れなければいけ

ないわけで、結局障害者を｢作って｣いくわけ。養護

学校義務化という流れの中、知らないうちに、みん

なで一緒にやろうってことはなくなってしまって。

それが常態化してしまって、昔より状況が悪くなっ

ている感じがする。 

 

3月 24日 野島久美子さん

(埼玉障害者市民ネットワー

ク代表) 

12 月９日、武里食堂で昼を

食べて、車椅子の位置を変えよ

うとしたときに滑って落ちて

骨折してしまった。手術後に麻酔が切れたら痛くて痛

くて病院中騒いで、看護師さんにそのたびに怒られた。

病院は夕飯が早いから夜お腹が空くし、病院って本当

に暇だなあと思った。だけど、大坂さんが毎日毎日ガ

ラス越しから来てくれて、誕生日もガラス越しでおめ

でとうっていうのを書いた紙でわらじのみんなから

祝福してくれて、わらじの会っていいなあって思った。 

 

5月 12日 清水泉さん(越谷市議・市民ネット) 

1964年、東京都生まれ。92年から越谷住み。当時さ

いたまコープから買った牛乳がおいしくないと娘か

ら訴えられ、直後に工場で薄めているというニュース

が流れた。安心安全を求めて辿り着いたのが、何でも

「自ら考え自ら行動する」ことを取り決めている生活

クラブ。そこで農薬、添加物、

脱原発などの問題に触れ、海

外にも研修や視察に赴き、多

くのことを学んできた。2019

年に市議になったが、生活協

同組合 生活クラブの運動の

延長線上に今の自分があるのかなと思っている。 

 

 5 月 19 日 糸賀延江さん(地域

福祉一家の母) 

 娘の美賀子は 1960 年生まれ。

越谷北高校に入学後１週間で初

めて倒れたが、その後３年間は何

もなく、東京デザイナー学院に進

んだ。しかし在学中にまた倒れ、その時に左半身マヒ

になった。最初はどうして私が？と言っていたが、わ

らじと出会って、自分よりもっと大変な人がいろんな

ことをやっていると衝撃を受けていた。そこから毎日

新聞の「はないちもんめ小さな童話大賞」に応募して

選者賞を受賞したり、「坂田君にナイスピッチ」という

本を出版して賞をいただくなど、たくさんのことにチ

ャレンジして、最終的には「障害っていうのは私の個

性なんだから」と言っていた。脳幹部出血により 40歳

で亡くなったが、幸せな子だったと思う。 

 6月 9日 平野栄子さん(わら

じの会会計) 

私の母は現在 102才。大正８年

生まれ。母は見合いで父と結婚し

たそうだが、父は家がどこかわか

らなくなるくらいの酒飲みだっ

たもんだから、家庭団らんというのは私は一度も味わ

ったことがない。母の在宅介護をして 23年。父も腎不

全になり腹膜透析を５年間していたので、合計 28 年

間くらい介護生活が続いている。母は 94 才までは押

し車で歩けてたけど、現在要介護認定５で全介護。願

わくば、苦しまないで最後を迎えてくれないかなとい

うのが最後の望み。わらじの方がどう？って聞いてく

れたり、なんか持ってきてくれたり、そういうつなが

りが本当に必要かなと思う。肉体的じゃなくて精神的

に認めてくれる人がね。 
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を
か
ん
じ
る
日
々
で
し
た
。
ほ
い
く
え
ん

も
ど
う
ど
う
と
か
よ
わ
せ
ら
れ
た
し
。 

 

で
も
ぜ
ん
ぶ
を
ひ
っ
く
る
め
て
、
や
め

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
き
る
自
分

を
え
ん
じ
る
の
は
、
も
う
き
ら
い
で
す
。 

 

そ
う
い
う
い
み
で
、
今
私
に
は
せ
ん
げ

ん
台
世
一
緒
に
と
て
も
と
て
も
た
す
け
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

心
も
か
ら
だ
も
ま
だ
ま
だ
か
ん
ぺ
き
で

は
な
い
で
す
が
、
一
か
ら
ま
た
が
ん
ば
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

樋
上 

秀 

 

黒
田 

正
巳 

今
日
は
ネ
ッ
ト
事
務
所
でⅮ

Ⅴ
Ⅾ

の

「
ま
ん
し
ゅ
う
な
ん
み
ん
か
ん
せ
ん
と

し
」
を
見
て
、
１
９
４
５
年
し
ゅ
う
せ
ん

の
昔
は
、
え
い
せ
い
じ
ょ
う
た
い
が
わ
る

か
っ
た
せ
い
で
、
シ
ラ
ミ
で
多
く
の
人
が

か
ん
せ
ん
し
ょ
う
で
な
く
な
り
、
ペ
ス
ト

も
コ
レ
ラ
も
あ
っ
て
、
た
い
へ
ん
だ
っ
た

そ
う
で
す
。 

そ
れ
に
今
は
コ
ロ
ナ
で
そ
こ
ま
で
多
く

の
人
が
な
く
な
っ
て
な
い
か
ら
よ
か
っ
た

で
す
。 

 

〒344-0023 埼玉県越谷市東越谷 1-1-7 須賀ビル 101 世一緒内（ハローワーク斜向かい） 

048-964-1819（fax 共） shokuba@deluxe.ocn.ne.jp  http://www5b.biglobe.ne.jp/~yellow/ 

ＮＰＯ法人障害者の職場参加をすすめる会 

                    

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 

水
島 

茂
治 

今
、
自
分
の
身
体
、
目
茶
苦
茶
で
す
。

去
年
ヘ
ル
ニ
ア
で
全
身
麻
す
い
で
手
術

を
し
、
入
院
三
日
目
の
朝
退
院
。
今
は
な

ん
と
も
な
い
で
す
。 

こ
れ
は
東
京
医
科
歯
科
大
学
病
院
で

実
施
。
ヘ
ル
ニ
ア
は
現
在
は
り
ょ
う
こ
う

で
す
。
又
、
じ
ん
ぞ
う
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
、
採
血
は
二
ヶ
月
い
っ
ぺ
ん
行
う
。
ま

だ
ま
だ
書
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

自
分
に
あ
っ
た
病
院
を
み
つ
け
て
、
ち
ゃ

ん
と
診
察
し
て
く
だ
さ
い
・ 

自
分
の
体
は
自
分
で
守
り
、
き
め
ら
れ

た
薬
は
ち
ゃ
ん
と
の
む
こ
と
。 

自
分
の
場
合
は
、
い
や
で
も
薬
を
の
ま

な
い
と
け
ん
さ
で
す
ぐ
ば
れ
、
先
生
に
し

か
ら
れ
、
薬
を
出
さ
な
い
と
い
わ
れ
、
今

は
ち
ゃ
ん
と
の
み
ま
す
。 

平
成
１８
年
入
院
し
て
か
ら
ず
っ
と
で

す
。 

 
 

 

  

せ
ん
げ
ん
台
新
人 

 

私
は
せ
ん
げ
ん
台
世
一
緒
に
き
て
か

ら
数
か
月
た
ち
ま
し
た
。 

 

仕
事
し
て
い
た
４
年
間
は
。
さ
い
し
ょ

の
こ
ろ
は
、
お
金
を
か
せ
げ
る
よ
ろ
こ
び 

 

  

 

萱
場 

由
梨 

介
助
を
長
ね
ん
や
っ
て
い
ま
す
。
い
い 

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
な
る
よ
う
に
が
ん
ば 

世
一
緒
ス
タ
ッ
フ
日
記 

私
の
現
在 

身
体
症
状
進
行
形 

私
も
薬
の
副
作
用
で
よ
だ
れ
を
た
ら
し
て
い

る
の
で
、
周
り
か
ら
の
反
応
を
見
て
、
差
別
化

さ
れ
て
た
の
が
苦
し
か
っ
た
で
す
。 

 

そ
の
一
人
の
身
体
と
知
的
を
も
つ
男
性
の

そ
ば
に
い
て
、
介
護
で
き
た
ら
い
い
な
と
思

い
、
今
初
任
者
研
修
を
受
け
よ
う
と
思
っ
て
ま

す
。 

  

   

ま
ち
の 

哲
人 

ゆ
っ
く
り
し
た
、
速
度
を
見
つ
け
る
会
を
、

い
つ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
、
う
つ
に
よ
り
こ

れ
ま
で
の
仕
事
に
よ
っ
て
、
こ
れ
よ
る
仕
事
に

よ
っ
て
、
よ
り
仕
事
を
、
い
く
つ
も
の
会
社
に

つ
く
会
社
の
人
々
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

の
、
さ
え
な
ま
れ
た
人
間
の
い
つ
も
り
を
こ
の

よ
う
に
速
度
の
き
え
ん
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
仕
事
に
つ
い
て
、
い
く
つ
よ
り
そ
れ
か
ら
の

人
げ
ん
に
つ
い
て
の
こ
れ
か
ら
の
や
さ
い
に

よ
り
こ
う
え
ん
に
よ
る
か
い
え
ん
に
つ
く
仕

事
を
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
つ
よ
り
も
こ
れ
か
ら

の
仕
事
を
見
つ
け
に
く
く
そ
れ
か
ら
仕
事
に

つ
い
て
私
達
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て

こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
よ
る
、
時
間
に
よ
っ
て
い

つ
に
な
っ
て
も
。
そ
れ
ぞ
れ
の
じ
ゆ
う
に
よ
っ

て
そ
れ
を
い
つ
に
よ
っ
て
も
、
こ
れ
に
つ
い

て
、
な
い
か
く
を
み
ま
ね
く
し
ゃ
か
い
に
よ
っ

て
、
ゆ
っ
く
り
と
み
に
く
こ
と
に
あ
る
こ
と
に

な
る
よ
う
に
す
る
。 

世
一
緒
で
は
、
障
害
や
病
気
そ
の
他
の
状
況
に
よ
る
働
き
づ
ら
さ
を
、
他
の
人
々
と
共
有
し
生
き
る
た
め
に
し
て
生
き
る
た
め
に
、
世
一
緒
に
関
わ

っ
て
い
る
人
た
ち
を
「
ス
タ
ッ
フ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
（
非
常
勤
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
支
え
を
受
け
て
、
世
一
緒
の
当
番
（
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
実
習
）
や
「
語
る
会
」、
身
近
な
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
（
花
壇
整
備
、
除
草
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
）
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
も
し
て
い
ま
す
。

元
ス
タ
ッ
フ
等
か
ら
の
近
況
報
告
も
紹
介
し
ま
す
。
な
お
２
０
１
８
年
４
月
か
ら
は
せ
ん
げ
ん
台
に
就
労
移
行
支
援
事
業
所
「
世
一
緒
」
が
開
所
し
ま

し
た
。
こ
ち
ら
は
制
度
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
職
員
が
お
り
、
通
所
２
年
の
間
に
一
般
就
労
へ
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当

会
は
定
め
ら
れ
た
支
援
も
ち
ろ
ん
、
自
主
事
業
の
世
一
緒(

越
谷)

と
連
携
し
て
、
多
様
な
就
労
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
も
可
能
な
展
開
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

樋
上 

秀 

無
気
力 

無
感
動 

無
観
客 

百
歳
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ワ
ク
チ
ン
よ
り

も
ガ
リ
ガ
リ
君 

（
木
曜
日
の
世
一
緒
当
番
に
せ
ん
げ
ん
台

「
世
一
緒
」
か
ら
来
て
い
る
酒
井
さ
ん
の

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
９
７
歳
で
、
夏
は
一
日
一

本
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
の
ガ
リ
ガ
リ
君
を

か
じ
っ
て
長
生
き
を
し
て
い
る
そ
う
で

す
。） 

 

た
そ
が
れ
て
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
五
輪

か
な 

 

乙
女
ら
も
あ
じ
さ
い
ヘ
ア
ー
決
ま
る
街

や
が
て
紅
さ
し
く
ち
づ
け
の
夏 

 

子
が
孫
が
手
ぐ
す
ね
を
ひ
く
年
金
日 

 

コ
ロ
ナ
禍
も
か
な
か
な
蝉
に
夏
終
わ
る 

   

 

せ
ん
げ
ん
台
通
所
者 

せ
ん
げ
ん
台
「
世
一
緒
」
に
か
よ
っ
て
か

ら
約
一
年
。
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
症
状
が
続
い
て

い
る
時
、
世
一
緒
か
ら
あ
た
た
か
く
接
し

て
く
れ
、
笑
顔
で
世
一
緒
の
人
や
家
族
と
話

せ
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。 

 

一
人
の
身
体
と
知
的
の
障
害
者
が
い

て
、
よ
だ
れ
を
だ
ら
だ
ら
と
こ
ぼ
れ
て
皆
か

ら
嫌
わ
れ
る
の
を
見
て
、
私
は
そ
の
方
の
よ

だ
れ
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
ふ
い
て
あ
げ
て
ま

し
た
。 

 

 

⑫ 

日
本
の
職
場
参
加
を
見
る
会 

 
か
ん
せ
ん
し
ょ
う
の
れ
き
し 

二
〇
二
一
年
七
月
二
六
発
行
（
毎
月
十
二
回 

二
と
四
と
六
と
八
の
日
） 

通
巻
五
〇
八
二
号 

一
九
九
四
年
八
月
二
十
四
日
第
三
種
郵
便
承
認 

発
行
人 

埼
玉
県
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会 

〒
３
３
３‐

０
８
５
１ 

川
口
市
芝
新
町
十
五
―
九 

ア
ス
テ
ー
ル
藤
野
１
Ｆ 

た
そ
が
れ
世
一
緒
川
柳 

一
か
ら
ま
た
歩
き
始
め
る 

出
会
い
か
ら
の
気
づ
き 


